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公
正
な
採
用
選
考
を
お
願
い
し
ま
す  

　
　
　
　
飯
山
公
共
職
業
安
定
所
長  　
岡
部　
瑞
穂

　
就
職
の
機
会
均
等
を
確
保
す

る
た
め
、
採
用
選
考
の
基
本
的

な
考
え
方
と
し
て
、「
応
募
者

の
基
本
的
人
権
を
尊
重
す
る
こ

と
」「
応
募
者
の
適
性
・
能
力
に

基
づ
い
た
基
準
に
よ
り
行
う
こ

と
」、
こ
の
二
点
を
基
本
的
な
考

え
方
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
そ
し
て
、
公
正
な
採
用
選
考

に
あ
た
っ
て
は
、「
応
募
者
に
広

く
門
戸
を
開
く
こ
と
」「
求
人

条
件
に
合
致
す
る
全
て
の
人
が

応
募
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」

が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
採
用
選
考
で
は
「
本

人
の
責
任
の
な
い
事
項
（
①
本

籍
地
、
②
家
族
の
職
業
、
③
住

宅
状
況
、
④
生
活
環
境
・
家
庭

環
境
等
）」
や
「
本
来
自
由
で

あ
る
べ
き
事
項
（
⑤
宗
教
、
⑥

支
持
政
党
、
⑦
人
生
観
、
生
活

信
条
、
⑧
尊
敬
す
る
人
物
、
⑨

思
想
、
⑩
労
働
組
合
、
⑪
購

読
新
聞
・
雑
誌
・
愛
読
書
等
）」

を
面
接
や
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

等
に
よ
り
把
握
す
る
こ
と
は
、

就
職
差
別
に
つ
な
が
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

　
事
例
と
し
て
、
面
接
で
応
募

者
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
た
め

に
身
近
で
応
え
や
す
い
家
族
に

つ
い
て
話
題
と
し
て
質
問
を
し

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

差
別
の
意
識
が
な
く
把
握
し
た

場
合
で
も
、
知
ら
な
い
う
ち
に

予
断
や
偏
見
を
招
き
、
本
人
に

対
す
る
評
価
に
フ
ィ
ル
タ
ー
が

か
か
り
、
把
握
し
た
こ
と
が
採

否
決
定
に
影
響
を
与
え
、
就
職

差
別
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。

　
事
業
主
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、公
正
な
採
用
選
考
の
考
え

方
について
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
し

て
、
差
別
の
な
い
公
正
な
採
用

選
考
の
実
施
に
向
け
た
さ
ら
な

る
取
組
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
厚
生
労
働
省
（
ハロー

ワ
ー
ク
）で
は
、
各
種
の
啓
発
資

料
を
作
成
し
配
布
等
し
て
お
り

ま
す
ので
、ハロー
ワ
ー
ク
飯
山（
℡

０
２
６
９
―
６
２
―
８
６
０
９
）

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
在
籍
生
徒
数
１
２
０
人
以
上
」
の
保
持
を
目
指
し
て

学
校
と
地
域
が
連
携
し
高
校
の
魅
力
化
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す

　

全
国
的
な
少
子
化
を
背
景
に
、

飯
山
市
を
含
む
岳
北
地
域
に
あ
る

飯
山
高
校
と
下
高
井
農
林
高
校
で

も
、
近
年
、
生
徒
数
が
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を

踏
ま
え
、
長
野
県
教
育
委
員
会
で

は
県
内
高
校
再
編
の
検
討
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
、「
再

編
に
関
す
る
基
準
等
（
改
訂
版
）」

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
新
た
な
基
準
で
は
、
再
編
の
対

象
と
判
断
す
る
基
準
を
「
在
籍
生

徒
数
が
１
２
０
人
以
下
の
状
態
が

２
年
連
続
し
た
場
合
」
と
規
定
。

こ
の
基
準
と
あ
わ
せ
て
改
定
前
の

基
準
に
示
さ
れ
て
い
た
「
在
籍
生

徒
が
１
６
０
人
以
下
か
つ
卒
業
生

の
半
分
以
上
が
当
該
高
校
へ
入
学

し
て
い
る
中
学
校
が
な
い
状
態
」

と
い
う
部
分
が
今
回
の
改
定
で
削

除
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
岳

北
４
市
村（
飯
山
市
・
木
島
平
村
・

野
沢
温
泉
村
・
栄
村
）の
市
長
・
村

長
、教
育
長
な
ど
で
構
成
す
る
「
岳

北
地
域
高
校
の
魅
力
づ
く
り
研
究

会
」
等
で
、
課
題
の
共
有
や
存
続

に
向
け
た
取
り
組
み
の
検
討
を
継

人権学習
シリーズ

続
し
て
行
い
、
そ
の
都
度
、
県
教

委
に
改
善
の
申
し
入
れ
を
行
っ
て

き
た
事
項
が
採
り
入
れ
ら
れ
た
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
改
定
基
準

は
、
令
和
８（
２
０
２
６
）年
度
を

初
年
度
と
し
て
令
和
12（
２
０
３
０
）

年
度
ま
で
適
用
す
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
こ
の
期
間
に
全
校
生
徒

数
が
２
年
連
続
で
１
２
０
人
を
下

回
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
引
き
続

き
各
校
に
は
継
続
的
な
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
岳
北
地
域
に
と
っ
て
は
、
普
通

教
育
と
専
門
教
育
と
い
う
異
な
る

学
び
の
場
と
し
て
、
地
域
の
中
学

生
が
多
様
な
進
路
を
選
択
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
２
校
を
存

続
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
各
校

で
も
、
魅
力
づ
く
り
に
向
け
地
域

の
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
体
験

イ
ベ
ン
ト
や
交
流
な
ど
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
岳
北
４
市
村
で
は
、

引
き
つ
づ
き
両
校
と
連
携
し
、
高

校
の
魅
力
づ
く
り
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
全
国
学
力・学
習
状
況
調
査
は
、

児
童
生
徒
の
学
力
や
学
習
状
況
を

把
握
・
分
析
し
、
指
導
方
法
の
改

善
や
教
育
施
策
の
改
善
・
充
実
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、

４
月
17
日
に
小
学
校
６
年
生
、
お

よ
び
中
学
校
３
年
生
を
対
象
に
、

国
語
科
、
算
数
・
数
学
科
、
理
科

の
３
教
科
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
校
で
は
、
国
語
科
で
全
国

平
均
を
６・８
ポ
イ
ン
ト
、
算
数
科

で
全
国
平
均
を
５
ポ
イ
ン
ト
、理
科

で
５・１
ポ
イ
ン
ト
下
回
る
と
い
う
と

て
も
厳
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
中
学
校
で
は
、
国
語
科
で
全
国

平
均
を
２・３
ポ
イ
ン
ト
、
数
学
科

で
全
国
平
均
を
３・３
ポ
イ
ン
ト
下

回
り
ま
し
た
が
、
理
科(

Ｉ
Ｒ
Ｔ

ス
コ
ア
方
式)

で
13
ポ
イ
ン
ト
上

回
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
に
お
い

て
は
、
ほ
ぼ
全
国
並
み
と
い
う
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
結
果
を
踏
ま
え
、

市
全
体
で
取
り
組
む
小
学
校
学
年

会
、
中
学
校
教
科
会
で
は
、
結
果

分
析
を
も
と
に
し
た
授
業
改
善
を

進
め
る
と
と
も
に
、
信
州
大
学
教

育
学
部
の
先
生
方
か
ら
、
学
力
向

上
に
関
す
る
ご
指
導
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
特
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
な
が
ら
自
ら
の
考
え
を
練
り

上
げ
て
い
く
「
個
別
最
適
な
学
び
」

や
、
子
ど
も
同
士
に
よ
る
「
協
働

的
な
学
び
」
等
に
よ
り
課
題
解
決

で
き
る
力
を
育
む
た
め
の
授
業
を

創
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

  

子
ど
も
育
成
課
学
校
教
育
係

  

℡
０
２
６
９
―
６
７
―
０
７
４
１

学校別 教科 全国 飯山市

小学校6年生
国語 66.8 60
算数 58.0 53
理科 57.1 52

中学校3年生
国語 54.3 52
数学 48.3 45
理科 503 516

全国学力・学習状況調査結果概要（飯山市と全国の比較）

横田　拓也さん

●日時
令和7年（2025年）10月25日（土）
午後1時30分～午後3時50分（開場午後1時）
●場所
飯山市文化交流館なちゅら　大ホール
●講師
横田　拓也さん
（北朝鮮による拉致被害者連絡
会代表（横田めぐみさんの弟））
●演題
 「北朝鮮よ、
   　姉 横田めぐみを帰せ！」
●その他
・木島小学校児童・城北中学校生徒による作文発表
・作品展示（小中学校児童生徒の人権啓発ポスター）
・大会宣言
※ご来場者に市内小中学校児童生徒から寄せら
　れた作品をまとめた「作文・標語集」を贈呈
　します。どなたでもお気軽にご来場ください。

（お問い合わせ）
　人権政策課
　℡ 0269-67-0743

※全国平均正答率は小数第一位、市平均は整数値で公表。
　中学校理科は500点を中心にしたIRTスコアに基づくテスト運用

令
和
７
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

結
果
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

新
施
設
と
し
て
開
所

新
た
な
城
北
児
童
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た

11
月
開
催
の
長
野
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会

「
飯
山
・
栄
チ
ー
ム
」
が
出
場

　
11
月
16
日
㈰
、
第
74
回
長
野
県

縦
断
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
飯
山
市
は
、
昨
年
の
大
会

に
栄
村
と
合
同
で「
飯
山・栄
」チ
ー

　
城
北
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
９
月
の

城
北
小
学
校
新
校
舎
移
転
に
あ
わ

ム
と
し
て
出
場
し
、
総
合
12
位
と

い
う
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
今
大
会
の
出
場
に
あ
た
っ
て
は
、

飯
山
・
栄
チ
ー
ム
の
実
行
委
員
会

せ
、
新
校
舎
に
併
設
す
る
新
施
設

で
の
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

施
設
に
は
３
つ
の
活
動
室
を
設

け
て
お
り
、
長
期
休
暇
な
ど
の
一

時
的
な
利
用
増
加
に
も
対
応
。
ま

た
、
体
育
館
に
隣
接
し
て
い
る
た
め
、

宿
題
、
遊
び
、運
動
な
ど
、
多
様
な

活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ

る
場
を
目
指
し
、
引
き
続
き
運
営

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

※氏名は敬称略
監督 堀田 学
主将 佐藤 聖也
選手 清水 忠文 田中 大輝

仲條 菜生 島田 佳祐
宮川 健太 佐藤 健人
嶋田 樹 鷲野 彪雅
宮内 晴生 田中 秀磨
篠原 真仁 八井澤 陽斗
齊藤 隆希 山本 湧心
富井 陽友 和田 亜依
田中 希果 川久保 莉美
鷲野 ゆりあ
（選手名は順不同で掲載。当
日変更により選手が変更に
なる可能性があります。）

に
お
い
て
出
場
資
格
の
確
認
を
行

い
、
参
加
標
準
記
録
の
突
破
者
数

が
規
定
の
人
数
を
超
え
た
た
め
、

今
大
会
も
「
飯
山
・
栄
」
と
し
て

単
独
チ
ー
ム
で
出
場
す
る
こ
と
が

決
定
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
松
本
城
前
を
ス
タ
ー
ト

し
、
飯
田
合
同
庁
舎
を
ゴ
ー
ル
と

す
る
14
区
間
98
・
72
キ
ロ
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
、

昨
年
を
上
回
る
成
績
を
目
指
し
て

懸
命
に
襷た
す
きを
つ
な
ぐ
「
飯
山
・
栄
」

チ
ー
ム
に
、
皆
さ
ん
の
ご
声
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

  

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課　

  

℡
０
２
６
９
―
６
７
―
０
７
４
６

飯山・栄チーム
監督・選手の皆さん

第53回  差別のない明るい飯山市を築く市民大会
～人権尊重のやさしいまちづくり

思いやりと温もりの地域づくりを目指して～

体育館で元気に過ごす城北児童
クラブの児童の皆さん


